
  



 
久
藤

く

ど

う

達
郎

た
つ
ろ
う

（
大
正
3

年
～
平
成
9

年
・
青
森
市
）
は
、
戦
中
戦
後
に

か
け
て
中
央
演
劇
界
で
劇
作
家
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
昭
和
十
八
年
、

「
た
ら
ち
ね
海

か
い

」
で
国
民
演
劇
脚
本
情
報
局
賞
を
受
賞
。
演
出
・
里
見
弴
、

出
演
・
宇
野
重
吉
、
千
秋
実
ら
で
上
演
し
、
後
に
映
画
化
も
さ
れ
ま
し
た
。

同
年
、
代
表
作
と
な
る
「
東
風

や

ま

せ

」
（
戦
後
「
東
風
の
歌
」
と
改
題
）
を
発
表

し
ま
す
。
翌
十
九
年
、
弘
前
高
等
女
学
校
（
現
・
県
立
弘
前
中
央
高
校
）
に

赴
任
。
戦
後
は
高
校
の
教
員
と
し
て
、
青
森
県
の
高
校
演
劇
、
市
民
演
劇
に

大
き
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。 

本
展
は
、
久
藤
達
郎
の
戯
曲
関
係
の
資
料
を
中
心
に
展
示
し
、
小
説
・
随

筆
・
詩
な
ど
も
含
め
、
そ
の
文
学
的
業
績
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。 

原稿「問わず語り・芝居話 10 宇野重吉のこと」 

  

若き日に、久藤の作品「たらちね海」に出演した名優・

宇野重吉にまつわるエピソードが記されている。本文

は『月刊弘前』に掲載され、『ぼくの風景』（津軽書房・

平成 8 年）に収録された。 

『戯曲 明治の学校』 

津軽書房 昭和 41 年 9 月 1 日 
  

明治期の日清戦争前夜を時代背景に、

教育のあり方を真摯に問うた物語。昭

和 41 年、劇団雪国が弘前市民会館で

上演した。 

千秋実・佐々木踏絵『わが青春の薔薇座』 

リヨン社 平成元年 5 月 25 日 
  

千秋実は、戦後いち早く薔薇座を立ち上げ、第

1 回公演「新樹」、第 2 回公演「東風の歌」と、

久藤の作品を上演した。名優・千秋実と妻・佐々

木踏絵による若き日の苦闘の記録。 

「たらちね海」舞台風景 

昭和 18 年・邦楽座 
  

昭和 18 年、久藤は「たらちね海」

で国民演劇脚本情報局賞を受賞。里

見弴が演出、宇野重吉・千秋実らが

出演し、邦楽座で上演された。 

『久藤達郎戯曲集』 

津軽書房 昭和 41 年 1 月 10 日 
  

久藤の戯曲「たらちね海」「東風の歌」

「シガマの嫁コ」など 9 作品と小説

「綾足伝」が収録されている。 


